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我が 国 の 先天奇形に 関する統計的研究
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概要 　今 後 先 犬 異常が 増 加 す る か ど う か を 知 り
， 先 天 異 常 発 生 要 因 と 考 え ら れ る 要因 よ り妊 婦 を ま も O ， 先 天

奇 形 を 予 防 し ．新 生 児 死 因 と し て 先 天 奇 形 の しめ る位 置 を 低 ドさ せ る た め に ， 先 ず 我 が 国 に お け る従 来 の 先

天 異 常 の 実 態 を 知 つ て お か ね ば な ら な い ．こ の ［ゴ的で 昭 和 32圧 よ ウ 36　tp に 至 る 5 年間 の 出産 時 を 対 象 と し て

金国病 産 院 に 依頼 し 調 査を 行 い 280828 例 の 出産 数 に 対 し 18L7例 の 先天 奇 彩 の 報 告を 受 け ，そ の 頻度，種類 に

っ い て 観 察 し，又 無脳 症 ，脊 椎 破 裂 ，鎖 肛 ，多 指 症 ，口 庸 口 蓋 裂，小 眼 球 及 び 無 眼 球 症 に つ い て ，頻 変，母

体 年 令 ，経 産 初 産 の 別 ，児 の 性 別，在 胎 週 数，生 ド時 体 電 に っ い
．
〔観 察 し た ．す な わ ち ，出 産数に 対 す る 寄

形 の 頻 度 は 0．65％ で あ り，奇形 の 種類 で は ，筋 骨格 系 が 最 も 多 く，消 化 器 系，脳神 経 系 の 順 で ，こ れ ら 3系 統

の 奇形 が 全 奇 形 の 72，3％ を し め て い る．又 各 tt の 系 統 で は そ れ ぞ れ ，多 指症 ， 口 唇 凵 蓋 裂，無 脳 症 が 最 も多

い ．口 唇 口 蓋 裂 は 608岡 ，多 指 症 は 1324回 ，無 脳 症 は 1411 回 ，鎖 肛 は 4842 回 ．脊 椎 破 裂 は 5506 囘 ．小 眼 球 及 び

無 眼 球 症 は 16520回 の 出 産 1’こ そ れ ぞ れ 1 回 の 害1恰 で 発 生 す る ．鎖 肛 ，冂 唇 「1 蓋 裂，多 指症 は 男性 に 多 く，脊椎

破 裂 ば 女 性 に 多 く発 生 す る・ 母 体 年 令に よ る 奇 形 発 生 頻 度 の 差 は 認 め ら れ な い ． 咲 要 奇 彩 は 第 1 児 に 名 い 事

等 の 結 果 を 得 た ・

　　　　　　　　 L 　緒　　言

　最近先天異常 に 対 して，各方面か ら多 くの 関心が 、kせ

られ る よ う に な っ た ．こ れ は こ の 2 〜 3年世界各地 に 海

豹肢症 とい う特有な 奇形児が多発 した こ と に あ る ．しか

し，こ の 問題 が お こ る 以前か ら，つ ぎの よ うな 各種 の 理

由か ら，先天異常や 奇 形 には 大 きい 関 心 が 払 わ れ て い

た．

　そ の 第 1 は 乳児 とくに 新牛 児死 因 と して 占め る 先天異

常の 位置 が 相対的 に 高 くな つ た こ とで あ る，す な わ ち，

我 が 国 にお い て，新 生 児死因は大 正 14年 に は ， 出生 1000

に 対 し て ，胃腸 炎 28．9．肺炎23．8，気管支炎 6．3，麻疹

2．2， 百 口咳 2。2
， 梅毒及 び 乏の 続 発症 2．2 に 次 い で先

天奇形 1．5（ 7 位であっ た が ，戦後医学 の発達 に よつ て

昭和36年 に は ，肺炎 7．3，先天訂形 2．O，胃腸炎 L9 と

他 の 死 因 は 減少 し て い る が 先天奇形 は や S 増加 レて 嬉 2

位とな っ た
9）．

　第 2 の 理 由は ，先天異常や 奇形の ア防 の 問題であ る．

先天奇形の 原因は 古来遺 伝 要因 に よ る と さ れ て きた が，

近年の 実験奇形学の進歩は 遺伝以外 の ， 妊娠 し て か ら加

わ る要因す な わ ち環境 要 因，外因が 動物の 奇形 発 生 に大

き な 役割 を 演 じて い る こ とが 明 らか に さ れ た
ユ）5〕2

叺

　 した が っ て 妊婦の適当な 保健指導に よっ て，先天奇形

は あ る程度 予 防出来 る と考 え られて きた こ とであ る．

　第 3 に近 年の 桂会 生 活の 複雑化 や 各種薬剤の 出現な ど

に よっ て ， 先天異常発生要因 と考 え られ る も の が 増加

し，こ の た め 今縫先天異常の 増 加 が 予想 され る こ とであ

る．と くに，ナ リ ドマ イ ド系睡眠薬 に よ る奇形発生 に よ

っ て，薬物 に 1；る先天異當 の 発生 問題が 世界 の 注 目 を あ

び た
2｝10 ）：1］．

　今後妊 婦 を先天異常発生 要因 と考 え られ る 環境要因 か

ら霊 り，先天異常 を 予 防 し，先天奇形 の 新生児死 因に し

め る 位置 を 低下 せ しめ る た め に，又 先 天 異 常 が 増 加 す る

か 否 か を知る た め には ， 我 が 国 に お ける従来の 先天異常

の 実態を知 つ て お か ねぱな らな い ．しか し，奇形 な ど 殴

割合少な い もの であ るか ら，少数の 施設内の 調査の みで

は LE確 な 状態 を知 りに くい ，そ c で 私らは 全国土要病 産

院 の 昭和 32年 か ら36年 に 至 る 5年間 の 出産時 に おけ る先

天奇形 に つ い て 調 査 を行 っ たの で そ の 大様 色 報告す る．

　　　　　2． 研究対象並び に 研 究方法

　昭 利 32年 1 月 1 口 よ り昭和36年 12月31口 に 至 る 5 年間

の 全国官公私立病産院出産児 を対象 と して，全 国 約1500

病産院 に，表 1 ，表 2 ，表 3 ，表 4 の 調査表を送 り 回 答

を 求 め た．表 1 に よ り各 年 次 の 出産児数，流産数を調査

し，奇形児数 を出産児，流産児毎に 記入 を求 め た ．

　又 表 2 ，表 3，爽 4 の よ うに 先天奇形児毎に ， 母 の 住

所 ，生 年 月 日，職業，生 活程度，家族歴，遺伝関係，又

母 の 初経，月経周期，月経持続 日数 ，月経量，結婚年

令， 血族結婚，既 往症 ， 既往妊娠，及 び奇 形 児 を 妊 娠 中

に っ い て は ，最終月経，悪 阻症状 ， 栄養状態，放射線照

射，性 器 出血 ， 合併症，罹患 した 疾患，妊娠中毒症，妊

娠中使用 した各種薬剤 ， 分娩状況 ， 及 び 先 天奇 形 の 状況

に っ い て 記入 を 求め る個表 を送 り記入 を 求 め た ．

　 回 答 を得 た表 ユの 総括表 よ り，そ の 年の 奇形児数 を あ

らか じめ知 り， 次に 表 2 ， 表3 ．表 4 の 個表 の 数 を調

N 工工
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表 1　 総 括 表

調査番 守
（この誉譽は 御記入 に な ら な い て 下 さ いt

I　 こ の 先天 異常児 の 母 に つ 、バ；の 調査

表　 2

査 し，総 括表 に 訓載 さ れ て い る 奇形児数と
…
致 した 場合

に個表 を 自効 として そ の 内容を検 討した ，総括表 の 奇形

児数と個表 の 数が
一

致せ ぬ 場合は ，そ の 報告分 を除外 し

た ．乂 明 らか に分娩障害 と思わ れ る もの は，こ の 統計か

ら除外 した 。観察時 期 を
一

定 に す る た め 調査時を出産時

に 阪定 し た．

　 世界保 健機構 （WH 　Q ） の 先天奇形 と は anatomical

developmental 　 anomalies 』
ご，1） こ の 異 常 は出生 の

とき既 に 存在 し （present　at 　birth）， あ るい は 死後剖検

に よ つ て 確認ざ れた もの であ り，
2） こ の 異常とは 肉眼

で認め られ る もの で ， 顕微鏡的異常は 含 ま な い とな っ て

い る．ま た 流産児も除外し，妊娠第 8 カ 月 以 降の 早死 産

児 を 含 め た出産児 に っ い て 観察 した．

　 全有効側表を そ れぞ れパ ン チ カ
ー

ド化して，全奇形 の

年次別頻度，地方別頻度，奇 形 の 種類 とそ の 内訳 け を 観

察した．

　 次 に無脳症，脊椎破裂 ， 鎖肛 ， 多指症，口唇 口 蓋裂 ，

小 眼球及 び 無眼球症 の 発生 頭度，母体年令，初産経産の

別 ， 児の 性 ，在胎週数，児 生 下 時体重 に つ い て 考究 した．

　　　　　　　　　 3 ・ 研究成績

　 i．年次別奇形数 と率

　昭和 32年 よ り36年 ま での 5 年間の 年 次別出産数と奇形

儕　 表

貴 施 設 （外兼番サ 分幌番号 入 院番号 ）

1．母 の 氏名 ；

　 　 　 　 　 　 瀚苣　　　　 司f　　　　 IEII
2．現 仁 1レr　　　　　　　　　　 郡　　　　　N
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地
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、．糊 。 醍 　 年 　 月 　 。生 ．
　 　 　 　 口畠
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’に貧 ・貧．巾守．上 ・極上 ・不明
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調査番号
．（こo 番号 は bl記“ ：t； Gt　v，で 下 さ い⊃

1　今回の妊娠 に つ い て の 調査

我 が 国 の 先 天奇 形 に 関す る統 計 的研 究

表 　 3 個 　 表

貴 掩 設．（外来番号 分嫡番亨

目産婦誌 18卷 2 号

入陀番 弓
．

）

1，最 終 月 経
．
： 昭 和

2，分娩予定冂
．
1 昭 和

3 悪 阻 症 状 ：　 無 ・

　 　 　 　 　 　 ．ヒ
　期間．
　　 　　 　　

一
ト
’

　程貿 ，　 強 　 中

　　 　　 食慾不振

　　 　　 唾 液分泌

年

年

不明　・有

月 中 旬 よ ll

4．　胎 動初感 「 昭 和

月

月

日よ ゆ

日

　弓」
　．　

よ

　

旬

．
上

中
下

月

悪心　　OI語吐

嗜好変化

｛

5．　今 回妊 娠 中 の放射線照射

　　 無
・

『期 ・有

月

冂問

口
．
より 有 ・無 ・不 明

7．　妊 娠 中 の 果常 に ついて

　　 イ）性 器IH血 ：　無
・

　 　　 　 期間．　　 年

　 　 　 　 胆．　 　 　 多

　 　　 　 処置，
　 　　 卩）介．tt症
　 　　 　　 　　　梅毒：

　 　　 　　 　　　駻i核

　 　　 　　 　　　糖尿病

　 　　 　　 　　　貧 ［r／L

　 　　 　　 　　　 その 他

不明．・／k−．

月　 　 　 「1」：り

・　ll　　 少

有

宥

有

宥

，　　
齟　　
■　　
■

明

明

明

明

不

不

不

不

無

無

無
．
無

ハ）　妊娠 L
．
トに 罹慰ぜ る疾患 ：無・不明 ・有

日開

量総ンゲトンレ

．
類種の

［一
数

田
回P一法方．

視透影撮
、

療

．
治

期
数

　
月

　
娠

時
妊＼論

匝亟」
胸 副 第 　 朝 …

諜「淵

隧娠驫轟 墅匯 旦
数

　 　 　 G
上 肢 1第

．．
卜
’

肢　第

ヵ月

男． ∴ ン ．。 1
そ の 他 の Virus性遑 患

．．
「
一．

…

う
．
月

一

±＝

　　　　 i．一．．一一一一．一1− 　．．．

6．　　妊娠「Fの 栄播状態

　　 良　・中等 ・不良 ・不明

．
…i感　 e　 ：

．一…　 ：：ニコ
腰 』酔

訊 lr「 … 一．．．一…… ．
1

　 　　 ＝）　妊娠中毒症 1　 無 ・不明　・府

　 　　 　　妊坂甲 　　　ケ月 より

　 　　 　　 　血 圧 　／ 　rv　／

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尿 　　 蚤
匹
」1　　　　　　　　　　 士　　

　
　．　
　　．トー　　　凾　　　．H．　　　■　　　冊

． 　　 　　　　浮　ffE 　 　 下 肢のみ．腹 壁主 で・全 重｝に及．

G ’ 　 　　　　　
処　i 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　… 3 ・　今回妊娠中に 使用 し た藁剤（栄薔 斉

を含む斗 ． f ） 　黄体 ホルモ ン．
・不明・有 　 期 間． 妊娠窮　 ケ 月 よ口妊孀

　ケ 月

1 で

@ 檸 類 　 目 的 　使 用

法　　　　　　総毆 1 」）　 副胃． 皮質
ルモン

無・ 不

・ 有

@ 期 間 　種類 　 目 的

　 使
用

方浮 …．　 　 　　総
母

n）．

眠剤 ．

無・不明・宥 　期間 　種類
　　　

　　　　　　　　　　　白

@ 目的 　使用方 法
　
　　 　　

総量

  j　

生 物貿

無・ 4 く明・右 　期間

種類 　目 的
．
鮗 用 ツnli 　　 　　　 総貶

ホ ） 　

爵 刑 及

そ ．の

a ）整剤・

無
・不 明・ 存 　
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表 5 一イ　年 次 別 の 奇形 数

佐 　 藤

年 次 出産 数

昭 和 32年（19
’
57） 33

，
038

33　　（1958） 51
，
644

34　　（1959）

35　　（1960）

59
，
43264

，
983

奇 形 数

194285352469

表 6　 奇形 の 種類

77− 23

各年 次 出
産 数 に 対

す る 割 合

　 0．590

．55

36　（1961）

0．590

，72
71

，
731517 　　 0．72

言 280，828　1．．1817　1　0．65

表 5 −
一
ロ　地 方別 の 奇 形 数

地 方 別 出 産 数

北 海 道 地 方

東 北 地 方 i
関 東地 方

北陸 地 方

中 部地 方

近 畿地 方

中 国地 方

四 国 地 方

九 州地 方

7，03112

，849122

，
9399

，68324

，83433

，96131

，4259

，20928

，897
合 　計 280

，昌28．

奇形数

30957898315D206168742221

，8ユ7

各 出産 数
に 対 す る

割合

　 0．430
．740

．64O

．　860

．600
．610

，530

．800

．780
．6，5

　 　 奇 形 の 種 類

1　単一奇 形

　 1）筋 ・骨格 系

　 2）消化器 系

　 3）脳 神経 系

　 4）感 覚器 ： 眼

　 5丿 泌尿 器 系

　 6）感 覚 器 ： 耳

　 7）心 臓 血 管 系

　 8）外 被 系

　 9）　∫重L液 ．　リ　ン
！”q 系

　10） 呼 吸 器 系

　　小 　　　　 計

皿　 複 合 奇形

皿　重複 奇 形

Iv　症候群

V　分類 不 能

　 合　　　　 計

265
　
074872517607842201

ユ

84513426911

ー7181

i全 奇形数に

対 す る 割 合

30．926

．115
．30

．83
．43

．92
．61

．20

，60
．0685

．713

．40
．31
，00

．06

　 100』一 …

数並 び に率 は 表 5 の イの 如くで ， 昭和 32年は0．59％，33

年0．55％，34年0．59％ と大差 な い が，35年0．72％，36年
0。72％ とや s 増加傾向を示すが有意差 は な い ．

　 ii．地方 別奇形数 と率

　地方別 の 出産数 と奇形数 は表 5の 図 の 如 く，地方 に よ

り奇形発 生 率は 異 な り，北陸地方が最 も 多 く 0。86％，

次い で 四 国地 方 0，80％，九 州地方 0．78％ の 順 とな り ，

最低は 北海道地方 O．43％ とな り，地方差が甚 だ しい．

　 iii．寄形の種類

　先天奇形 分類 法 に は 種々 な 方法が あ る が ，私は Neel2i）

の 分類法 に従 っ た．表 6 の よ うに単
一
奇形では筋骨格系

の 奇形が最も多 く 562例 30．9％を しめ，次い で消化 器

系 奇形 4T5例 26．1％，脳神経系奇形 278例 15．3％の 順

とな り，こ の 3者 は 全奇形 の ヲ4 を 占めそ の 他の 単
一
奇

形 は す くな い ．

　 イ．筋骨格系

　筋骨格系の 寄形 562例の うち，表 丁の よう に 多 指 症が

最も多 く 169例 30．1％ を しめ，内反足及 び 関節 の 奇

形 163例 29．1％，合指症T3例 13．0％ 臍 ヘ ル ＝ ヤ 48例
9．5％ ，欠指 ， 裂手 ， その 他 109例 19．4％ とな つ て い る．

　 ロ ．消化器 系

表 7　筋 ・骨格 系 の 奇形

奇 形 の 種類 奇形
の 数

多 指 症 169

内 反足 ・釣 足 及 関節 の 奇 形 　　163

合 指 症 73

臍 ヘ ル ニヤ 48

欠 指 ・裂 指 ・そ の 他 109

合 計 562

筋 ・骨 格

系の 奇形

数 と の 割

盒
　 30．129

．013

．08

．519
．4

ユ00

　爽 8 の よ うに，口 唇裂 と 口蓋裂 を 合併した奇形 が 最も

多 く 168例35．4％で，次い で口 唇裂 163例 34．3％．口 蓋

裂 66例 13・9％，鎖 肛 31例 6．5％ ，そ の 他47例 9．9％ と

な り，消化器系の 単
一

奇形 は 4T5例で あ っ た ．

　ハ ．脳神経系

　単
一

奇形 の み では表 9 の よ う に無 脳 症が 168例，、60．4

表 8　 消化器 系 の 奇 形

奇
．
形 の 種 類

口　 唇　 裂

口 唇 。口 蓋 裂

口　 蓋　 裂

鎖　　　　肛

そ 　 　の 　 他

合 　　　　 計

　　　　　消化器 系 の

奇形数　　 奇形 数 に 対
　 　 　 　 　 す る 割 合

63686631

一
4775

「

34．335
．413

．9

　 6．5

　 9，9100

N 工工
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畠

表 9　 脳 神 経 系 の 奇 形

奇形 の 種類

無 脳 症

脳 水 腫

脊椎破 裂

小頭症 。そ の 他

　 合 　 　 　 計

脳 神経 系 の

一
1

奇 形 数 　　奇 形 数 に 対
　　　　　 す る 割 合一「1

　　　　168 60．4

53 19．ユ

38 13．7

19 6，8

278 10 
一一
［

％ を しめ て い る．脳水腫が こ れ に つ ぎ 55例 19 江 ％，脊

椎破裂 38例，13．7％とな り，そ の 他19例 6 ．8％’
（
’
，脳神

経 系単
一

奇 形 は 2τ8例 で あ つ た ．

　 二 ．泌 尿 生 殖 器 系

　表10の よ う に，半陰陽 26例 38．8％，尿道下 裂 13例

19．4％，外陰部 未分化 5例 7．5％，停留睾丸 8例 1L9

％ ， 陰核肥大 3例 4．5％，尿道嚢踵 3例 4．5％，そ の 他

9例 3．4％ で泌 尿生殖器系の 寄形 は 合計67例で あ っ た，

表 12　 複 合 奇 形

奇 形 の 種 類 奇形 数

無 脳 症 と そ の 他 51

消 化 器 系 と そ の 他

泌 尿 器 系 と そ の 他

感 覚器 系 と そ の 他

筋 骨 格系 と そ の 他

　 そ

1 合

の 他

計

12159

」

5112243

形
す

奇
紺

合

合
に

割

複

数
る

0工249

．82

．5

］．2

・
表 ］G 　泌 尿 器 系 a） 奇 厖三

奇形 の 種 類

半 　 陰 　 陽

尿 道 下 裂

外 陰部 未 分化

停 留 睾 丸

陰 核 肥 大

尿 道 嚢 睡

そ 　 の 　 他

奇 形 数

26

］35

豆
一．

339

合 計 67

20 ．14

．51DO

泌 尿
．
器 の

奇 形 数 と

の 割 合

　 38．819
．47

．511

．94
．54

．53

．4100

i

　ホ ．感覚器 （眼）系

　表11の よ うに ， 小 眼 球 及 び無眼球症 丁例，　 単眼症 2

例 ，そ の 他 6 例 で 眼 険下垂，白内障等であっ た．

　 　 　 　 　 　 　表 11　 感覚 器 ・眼 の 奇 形

感 覚 器 の 眼
の 奇形 に 対

す る 割 合

の よ うに 消化器系奇形 に 他の 奇 ll彡を 合併 した もの が最 も

多 く 121例 49．8％で，脳神経系奇形 に 値の 奇形 の 合併 し

た もの 51例，21％ ，筋骨格系奇 形 に 他 の 奇形 の 合 併 し

た もの 51例 21％，泌尿器 生 殖器系 と他 の 奇 形 の 合 併 5 例

2．5％，感覚器 （眼）系と他の 奇形 の 含併 3｛列 1．2％，

そ の 他の 寄形 の 合併 12例 4．5％ とm．t） た ，

　 v．キ 要
．寄 形

　奇形 に ほ ， 外表奇形の ほ か 内臓奇形 屯あ り，L財 匡、の

な か には 分娩時 に 見落 され や す い もの も あ る．そ ⊂ で．
．
奇形の うち で も，見 落 さ れ る こ との 少な い 多指症，無脳

症，脊椎破裂，鎖肛，卩唇 口蓋裂 ， 小 眼球及 び無眼球症

例 を単
一

奇形 と複合奇 形 の 中 よ り抽 出 し，tt一れ らに つ い

て 倹討
：

し た ．

　 イ．奇形 発 生 頻墜

　表13の よ うに ，口唇口蓋裂，口唇裂，口蓋裂の 奇形発

生 が 最 も多 く． 608回 の 出産 に 1 回 の 割合とな り，多指

症 1324「口1；こ 11巳「，　無脳症　14ユ2回 1．こ 1 ［i1L　鎖目工48・12回 ）
tこ

ユ、回， 脊椎破裂 5506回 に 1回 ，小眼球及 び 無眼球症

16520［［1に 1 回 の 割合の 順 とな っ てい る．

奇 形 の 種 類

小眼 球 。無眼球 症

単 眼

そ の 他

含
ヨ

奇 形 数

7 46．7

2 14．3

6 40 ．0

15
一．上99＿ 」

表 13　主 要 奇形 発 牛 頻度

奇 形

二寿形 数 隣学奮鸛譽1
　 199

期 待 数

無　 脳 　 症．

脊 椎 破 裂

鎖 肛

冂 唇 ・口 蓋 裂

多　 指　 症

無眼 球 ・小 眼 球 症

　 　 合 　　 訓
．

515846221217999

0．071％ 　　1　：
．
　1411

0，  18　　　］　：　5506

0。021　　　1　：　4842

0，165　　　1　：　　608

0．075　　1 ］　：　／324

　N ．複合奇形

　同
一

入 に 2 つ 以 上の 奇形 を 有 す る複合奇形 243例 に v

い て ，奇形 の 1 っ を基 準 に して そ の 内訳 を 見 る と，表 12

O．0150

．0561

： 16520

　 ロ ．母体年 令

　表14の よ う に対照 を 全国母 の 年令別，出産順位別 ， 出

生 （昭和33年，35年，36年）菅分比 と し
s ）9）

， 斉奇形 の 母

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 14　母 の 年 令 別 奇形数

の 年令講成 を検討す る と、多指 症 ， 口唇 冂蓋裂を 除 き，

他の 奇形 の 母の 年令は や ts高年に 傾 くが有意差は な い ．

　ハ ，初産経産別奇形 数

　母 の 初 産経産別に 主要奇形数 を 分 け る と ， 表15の よ う

に，初産 469例，経産 421例 とな り，全国出産順位別出

生 の 年次 推移百分比
9 ♪

に 比 較 し 初産 に 多 い 傾 向を 示 して

い る ．

佐　藤

表 17　在 胎週 数 別 奇 形 数

79− 25

表 15　　初1ヰ弐，　経 産 男IJ奇 兀彡数

一一．
脊 姫

嚇 ［葛難 証［凝 …
一

唇

口 蘯 裂

一．　　一．一△　　 　＝トロ　　　ロ
　　　　　　 H 膕症

　　．一
ヨ ，33 凅

　3グ
ー　　　　　　．

実 敏 1百 分 匚

聖
13

学　　濱　　　3　　 テタ 26〆 26．2
13

卜 4ρ　　 4〃 ！2 ‘78 　 　 2 μ 4273274

／63 マ 227 屠 23 ‘4　 36．4
14
、ず一4344
、

　不　 明

　き

5

．・14
32 厂 　 4穿

1
『 47−．一．一」

∫グ

．ノ5
／3

／四

42

　
．

5ノー一．

　〆一一
ヴ 21　 ！75 〜

　　　r51

一 一
計1　 12 〆258

一
／71462 　 尹暫 劃

もの 樹 在胎週数は 短 くな つ て い る，こ の 場合無脳症 は

除い た．

　 へ ．児生 下時 体重

　表 18の よ うに 高度奇形で は児生 下時体重 が 2500gr 以

下 の もの が 多 く，奇形児 に未熟児が 多 い 事を示 し た．

表 18　主 要 寄形児 の 体重

孱1妻贋
瓣 ピ

”

顕

＿
」
「

弗

蜴 ≧・凌

241

。黙i鐇隔 ≒コ

陪拐1
／　　 　 2　　 49

罎 橘
　 　 　 　 7ク

際
L」 ．、

’　　　fi　　 ／

3　　　 J　　 7

58　　　！7　　462

　 二 ．奇形児2）性別

　表王6の よ う に鎖 肛 では 性別．不明 の も の が 多 く， 無脳

症 ，小 眼 球及 び 無眼球症では 男 女差 が な く，多指症，鎖

肛 ，口 唇 口 蓋裂では 男性が 多 く，誓椎破裂で は女性 に 多

い 傾向を 示 し，全体では 男性 が 多 い ．

　ラJg，　在月台週数

　表 17の よ うに ，38週 以 前の もの が 多 く，奇形が 高度な

表 16　主 要 奇 形 の 性 別

捗 岩 疳
1

纛 鎮 君．
　一．

ヒ
無　眼

球 筵

巳　 　唇

口 葦 裂

”
司，　　 無 脳 、歪

　　　　 実　 互
　　　　　　　分

　　　 1 数 5L に

実

数

E
分
比 数

実 ．百
　　　分
　 　 If 匚

1 実

数

註
．

分
LL

実　 百
　　　分
数 …比

実

数

百
分
二；

実

数

Ei
分
．

比

男　 ！〃452 、3　　r一
135
−一

1f37 ．23415869529 三555‘2
「
5655

女．一
1

　 9厂
．
4三71 タ3637

　　凵
34 ∫ 3〃 68．8 ！∫

「
25．82　 741 ，22 〃34 ・甲μ

不 明 4 〃 〃．望 1
勹　P
∠．μ   ノ56

一
　〃 o 〜；

43．9

〃．2

1

落
．．．1
　716

齟皿
必濡 己入 　 〃E

−　　1
〃

　 212

’．9 ！ 2．ρ ラ1 ！ 5931 り，1
合 1†〆99

．
緲 212澀 5／

」
鰓 58

　タ

1
．．

緲 ノ7 椥 462 秘 19テ9〃

　　　　　　4． 総括並び に考按

D 　先天奇形発生 頻度

矛

33PF7

　先天異常や 先天奇形 の 定義 は，ま だ
一

定 して い な い ．

しか し
一

般 に 先 天 異常 congellital 　 anomalies とい え

ぱ ，生 下 時 に 存在 した 肉眼解剖 上，顕微解剖上，機能的

ま たは 生 化学的異常や代謝異常な どをすべ て 5、くめ る．

　こ れ に 対 し て 先天 奇 形 congenital 　 malforrr 】ations と

い えぱ　肉眼解剖上 の 異常 の み を 対象 とす る，こ の 奇 形

に も外表奇形 と内部奇形 とが あ る．

　こ の 先天異常や 奇形 の 頻度 は ，定義の み でな く，観察

時期 や 倹査方法 に よ っ て も 大 きな 相違がある．例 えば重

症笥形 は 胎生期 に 死 亡 して 流産 す る か 又 は新生 児期 の 早

期 に死亡す る．こ の 流死 産児 の 観察，特 に 剖検 した か 否

か に よつ て も頻度 は 異 る．

　ま た機能異常や内部奇形 な ど は 出生時な ど に は 発 見 困

難な こ とが 多 い た め ，先 天異 常 の 率 Cよ iTi令が 高 くな る ほ

ど高率 とな る．

　同
一

人 に 異常が 1 ”
p の 場 合と 2 ＝丿以 t．の 場合 も あ る

が。こ れ らを ど の よ うに 取扱 うか に よっ て も頻度は 異 な

る ．又 分娩障害 に よ る各種異常 を 先 天異常や奇形 の な か
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に 加えるか否 か に よつ て も，頻度は異 つ て くる．

　王述 の 事を考慮 し て ，回 答 され た個表を整理 し ， 明 ら

か な 分娩障害，単な る未熟児　記載不完全な もの を除い

た 。先 に述べ た よ うに 表 1の 総括表 の 6 の 内訳の （5 ）

と個表 の 数 の
一致しな い 屯の は，頻度や 奇 形の種類 の 構

成 粒 見 る 上 に は 不完全であ るの で今 回 の 報告よ り除外 し

た．

　我 が 国の 先天奇形の症例報告は 既 に 多 くの 発表 が あ る

が ，発生頻度 に つ い て の 報告 は 比較的少い ．出産数に対

す る 奇形率 は，原，兼
・m4，

（岡山 大） 0．72％，斉藤，神

立
22 ｝

（東北大）0．45％，塚本
3D）

（全国 108 病院集計（0．T7

％，田川
2B ｝

（国立東京第 1病院） 1．16％，林 田
6》

（長崎

造船病院） 2．6 ％，三 谷
1B ］

（日赤産院） 0．91％ ，篠原

ら
24 ）

（札幌医大）エ，．66％ ， 旧 淵 ら
25 ，

（広 島大）1．5％で あ

る ．私 らの 成績 は 0．65％で あ り，こ れ は 従来の 発表 の 頻

度の 5 ちで は 低率である．従来の 発表は ， か な り長期間に

お け る出産中の 奇形 を調べ た もの が多 く，年次別 の 発生

率 を みた もの と して は 我が国では，田川 （1949〜1959），

篠原 （1956〜1961）， 三 谷 （1922〜1952），宮本 （1960〜

1963）等 の もの であ る．又 年次的 に
一
定 の 増減傾向 を 認

めない もの （田川 ， 宮本），減少傾 向 を 認 め な い 亀 の （篠

原）， 戦後は 年次別 に著 しい 動揺が あ つ て 全体の 傾向 を

知る こ とは 困難であ る と述ぺ て い る もの （三 谷 ）等区ft

であ る．私 らの 調べ で は 表 5の イの よ うに 遂年増加傾向

を 示 して い る．しか し昭和 32年 と昭和36年 を 比 較 して も

有意差は な く，今後長期間を置い て の 比較が必要であ ろ

う．

　 2） 地方別奇形発生頻度

　地区別 の 発 生頻度 は 表 5の 図の 如 く，0．43％〜0．86％

と地区別発 生頻度が 異つ て い る．

　 こ れ らが 地方 に よっ て 寄形発生度 に 差異が あ る か ，或

い は観察の 譱 に よ る もの か は 今 後 さ らに 詳細 な 検討を要

す る．しか し Winter33）
らは Berlin 市内で 0．88％ の 先

天奇形 をみ て い るが，同時 に調査 した農村では 1．04％ と

高率であ っ た こ とか ら ， 都市 と農 村の 生 活 環境の 差 が 原

因で あ ろ うと述べ て い る．こ の ように 地方別の 発生度の

差 の 問題は ，観察時 期、生 死 の 別，剖検 の 有無等の 各種

因子 を 除 き ，今後考究 を 要す る問題であ る．

　 3） 奇形 の 種類

　 奇形 の 種類別の 割合を Neel の そ れ と比較す る とt 筋

骨格系が 最 も多 く，消化器系，脳神経系の 順 とな り．芝

の 比 率 もほ 対 司様で あ る が，Neel の ig　3位は 心臓 血 管

系の 奇 形で 13．7％ を し め て い る．私 らの 報告で は 心 臓血

管 系奇形は 僅か に 3 ％に すぎない ．こ れ は 出 生直後 に

は ，心臓奇 形が 見逃 さ れ や す い た め であ ろ う と考 え られ

る．

　4） 主 要奇形

　私 らの 報 告は 全国 の 産科医の 観察に よ る もの の 集大成

で あ り，観察に個人差が多少生 じ る事は ま ぬがれない ．

そ こ で こ の 観察 の 差を 最 小 限 に止 め ，諸タト国又 は 我 が 国

の 他の 報告 と比較検討す る た め に ， 前述の よ うな 主 要 奇

形 と 言われ て い る 6 種の 特定 の 奇形発 生 率は表 19の よ う

であ る ．

　我 が国に お げ る こ の種 の 調査は 日赤本部産院で の 三 谷

の 報告と、広島，呉，長崎 に お ける Neel の 報告の み で

あ る． 私 らの報告 は三 谷，Neel の 報告 1に比較 して 無 脳

症ではや ン 高率，他の奇形では や 」 低率 色示す ．こ れは

［本人 の こ れ らの 奇形率が表 19の 程度 であ り，Neel の

口 唇 口 蓋裂 の 値が高 い の は，乳児期に掛る精密な追求 の

結果で あ ろ う と考え る，私 らの 報 告が 無脳症 を 除 き
一般

に低値を 示 し た こ とは，Neel の 言う資料 の 選択 の 段階

で他の 奇形が 注意 を 引か ず に低 く報告 さ れ た 事が 考 え ら

れ る ，

長⊥9　 1i本 お よ び 米 国 に お げ る 主 要 奇 形 発生 頻 度

　田中
Z9
隙 母が ア1年か 又 は 老年 の 場合奇形児の 出産が多

い と言 う．田 淵は 母体年令 と奇形頻度 は J 字型 を 示 し，

若年初産 に多 く，つ N
“
い て低下 し再 び 上 昇す る とい う．

斉藤は 26才以 上が 20〜25才 に 比 して や 丶 頻度大であ る と

し，自見
3）

は特 別 の 関係は 認 め られ な い と して い る。私

らは 我が 国 に お け る 全出産 の 年令別出産順 位 別百 分比 と

比較す る と，脊椎破裂 と鎖肛 t）t　［1 き各 奇形共ほ 玄対照 と

同率
．
ごあ る ．脊推 破裂 と鎖肛 は 30才 以 上 は そ れぞ れ32．6

％，31．5％ と高値 を 示 すが 有意差 な く，田中、田 淵等 の

報告 と異な り，母体年令 と奇形 に 特別な 関係 は 認 め られ

な か つ た ．

　奇 形の 出産 は 初産と経産で差が な い もの や．初産婦 に

頻度が 高 い とす る もの 等 区 々 で
一致し た 見 解がな い ．私

らの 成績 と，我 が 国 に お け る出 産 π匱位別の 比率 と削 ・匕較
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す る と ， ぽ 玄各奇形共初産 に 多い 傾向 を示 し た．

　奇形児の
1

性に つ い て の 諸家の 報告では 男性 に 多い と し

て い る，ま た 三 谷，斉藤，田川等は 中枢神経系の 奇形 に

女児が 多 い とい う．無脳症 は 女 性 に 多 い と言 わ れ て い た

が 私 らの 調 査 で は差 が な く．多指症　鎖 肛 ，口 唇口蓋裂

で ぽ 男性が 多 く，脊椎破裂で は 女 性 が 多 くな つ て い る．

　在胎週数，生 下時 体 重 に 関 して は 種 k の 説が あ る．す

な わ ち在胎週数で は ， 晩期産に も つ と も奇 形発生 頻度が

高い と も， 早産の 奇形 が 満期産 に 比 較 し高 率 で あ る と も

言 う．又 生 下時体重 に っ い て は 未熟児 に 寄形率が 高 い と

言う．私 らの 調査 で もぼ ま同様な 傾向を 示 し た ．

　妊 娠動物 の 放射線照射 に よっ て，胎仔に先天奇形 の 発

tk す る こ とは．内 外に 多 くの 報告が あ り ， 我 が 国で も 村

上
20｝

， 田vmz，，等 の 詳細 な 報告があ る．照射の 時期 に よ り

影響は 異 な る が 非妊 時 で も ， 妊娠初期の 照射でも先天寄

形 の 原因 に な り得 る と さ れ て い る．私 らも妊娠中に X 線

撮影 を行 っ た例に っ い て調査 を行 っ た が 証明 し え な か っ

た．

　 又 妊婦 が 循環障害 や 胎盤循環障害 （心 疾 患 ， 貧1血，妊

娠 中毒症 な ど） をお こ す と，胎児 の 低酸素症を お こ し．

先天奇形の
一

因 とな る と言わ れ る の で
L9 ｝，母体の 妊娠 時

合併症 に っ い て 調査 を 行つ た ．又 母体 に使用す る 各種薬

剤は 胎盤 を 通過 して 胎児に移行 し，こ の 作用が 強い と き

は 胎児は 死亡 し，薬剤の 作用 が弱い か 少量の と きは 奇形

を 発生す る こ とが あ る と言わ れ る．そ こ で母体が 妊 娠 中

使 用した 薬剤 に つ い て も調査 を 行つ た：が，い ずれ も
一

定

し た結果は得られな か つ た．

　以 上我が 国 の 先天奇形 に 関 して 私 らの 調査成績を述べ

若 干 の 検討 を 加 え た ．こ れ に よつ て ， 先天奇形 の頻度 や

増減の状態 ， 種類な どを 明らか に す る C とが 出来る と思

わ れ る．

　　　　　　　　　5． 結 　　論

　私 らは 昭和32年 よ り36年 に 至 る 5年間 に お い て，全国

主 要病産院 に お け る280828例の 出産の う ち181 ？例の 先天

奇形 を得て ， そ の頻度 ， 種類 ， 構成に っ い て観察し， 又

無脳症，脊椎破裂 　鎖肛，多指症，口 唇口 蓋裂，小眼球

及び無限球症 の い わ ゆ る 主要奇形 の 頻度 に っ い て 比較検

討を加 え，そ れ ら奇形の 母の 年令， 母 の 初産経産別，奇

形 児 の 性別，在胎週数，及 び 生 下時体 弔、に
一
；
・
い て 観察 し

次 の 結果 を 得 た．

　 1） 出産数に対す る 奇形の 発生 頻度 は 0，65％で あ る，

　 2＞ 先天奇形の う ち，筋骨格系の 奇形が 最 屯多 く，次

い で消 化器系奇形，脳神経系奇形の 順 で ，
こ れ ら全奇形

の 72。3％ を 占め て い る．

　 3） 筋骨格系奇形で は 多指症，消化器系奇形で は 口 唇

口 蓋裂，脳神経系奇形では 無脳症 が 最 も多 い ．

　 4） 口唇 口 蓋裂 は 608回の 出産 に 1回，脊 推破裂 ぽ

5506回，多指症は1324回，無脳症 は1411回 ， 鎖肛 は 4842

圏 ， 小眼球及 び無眼球症 は 1652e回 の 出産 に ユ 阿 の割 合

で 発生 す る．

　5） 無脳症，無眼球及 び 小 眼球症 は男女 e，g　st同率，鎖

肛 ，
ロ 唇 口 蓋裂，多指 症 な どは 男性 に 多 く，脊 椎 破 裂 は

女性 に 多い ．

　 6） 母体の 年令 と 先天奇形 に 特別 な 関係 は 認 め られ な

い ．

　T） 主要奇形は第 1 児に多 い ．

　8） 地方別 に先天奇形 の 発生頻度 に 差異が あ る （0．43
〜 0．86％ ）．こ れの 原因 に つ い て は 今後更 に 検討を 要す

る．

　擱 筆 に あ た り，終 始 ， 直 接 御 懇 篤 な 御 指 導 と 御校 閲 を

賜 つ た 恩師森山 豊教授 に 謹謝 し ま す・な お 前 原 大 作 ， 高

卿 IE 夫 両 学 士 の 協 力 を 感謝 す る．

　 本研 究の
．一

部 は 第 15回 口本産 科婦 人科 学会総 会 ， 第 3

回 目 本 先 天 異 常 学 会 総 会 ， 第 4 回 1」本 先 天 異 常 学 会 総 会

に お い て 発 表 し た ．又 本研究は 昭 和 364「渡 ，昭 和 37年 度

の 文 部 省科 学研 究費 の 補 助 を 受け た 事 を 寵 し 深謝す る、

　 最後に こ の 調 査 に 御 協力 頂 い た 下 記病 院産 婦 人科 の 各

位 に 深 く感 謝 の 意 を 表す る ．

　 北 海道 地 プゴ

　 三 菱
．
下川 病 院 ，　 三 井砂 川 鉱 業 所 病 院，　新幌内 炭 鉱 病

院，北 海道 大学，札幌医大，天 塩 町 立 病 院 ，羽 幌炭鉱 鉄

道 病 院，大椡 町 立 国 保 病 院，札 幌 鉄 道 病 院．

　 東 北 地 方

　 青 森 逓 信 病 院，小 坂 鉱 山 病 院 ，青 rrl済 生 病 院 ，県 立 干

厩 病 院，志 津 川 組 合 病 院，町 立 大 森 病 院，盛 岡赤 1一字病

院 ， 青森県立 中 央 病 院 ，秋 田 組 合 病 院 ，町 立 川 崎 病院 ，

健 保 宮 城第 1 病 院 ，上 北 鉱 山 痛 院，健保宮城 第 2 病 院，

長 井 市 立病 院，釜石 製鉄 所 病 院，花 岡 鉱 pl　1病 院 ，西 仙 北

病 院 ，秋 田 赤
．
十字 病 院，蟹 田 病 院 ，琴 丘病 院，公 立 登 米

病院，東北大学，岩手 医 大 ，福島医 大，岩手 県立 藤 沢

病 院 ， 至 誠 堂 病 院 ，県 立 会 津 若松綜 合 病 院 ，尾 去沢 鉱 業

所病院．

　 関東地 方

　 大宮 赤 十 字病 院 ， 小 川 赤 十 字病 院 ，li赤 本 部 産院，干

葉 大 学 ，東京 女子医大，多賀病院，三 浦 市 国保病院 ，国

立東京第 1 病 院 ，国 立 国府 台 病 院，茅 ケ 崎 「旨立 病 院，竃

菱東京 病 院，厚 生 中央病 院，下 都賀病 院 ，富⊥ フ イ ル ム

KK 附 属 病院 ，友 部 協 同病 院，交通局 病 院 ，相模原協同

病 院 ，熊 谷 協 同病 院 ， 川 口 工 業東部病 院 ，高 崎 鉄道 病

院 ，1「本専 売公 社東京病 院 ，関 東申央病 院，大 蔵省 印刷

局 東 京病 院 ，中 南 国保 病 院 ，中 央 鉄 道 病 院，Hti和 医 大，

都 立 母 子 保 健 院，青梅 市 立 綜 合 病 院 ，μ 本 鉱 業 KK 中 央

病 院 ，社保 船 橋 中 央病 院
， 県 立横浜産 院 ，小 田 原 市 立 病

院，横 須 賀 共済 病 院 ，横浜 逓 信病 院 ，「［赤 中 央病院 ，川
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［ ・「∫民 病 院，都 ウ 嘔 島 病 院 ， 虎 の 門 病 院，群 馬 大学，順

天 堂 大学，大 森赤 卜字病 院，都 立 大 塚 病 院，東京 浮察 病

院，都 立 大 久 保 病 院 ，東 京 医 歯大，三 宿 病 院，自 衛 隊 中

央病院 ，都 立 駒込 病 院，東京 飯 田 橋病 院 ，慶 応 大 学，東

京 厚 生年 金 病 院，都 立 荒川産院 ，東 京 自動車連合 柳橋 病

院 ，三 井 厚 牛 病 院 ，東 急病 院 ，II大 板 橋 病 院 ，国立 東 京

第 2 病 院 ，古 河 鉱 業 病 院 ，中 野 組 含病 院，阿岐 宥病 院，

武 蔵 野 赤 卜了 病 院，H 本医 大附 属 病 院，国 立 水戸 病陀，
国立 霞 ケ 浦病 院，日本鋼 管病 院，市京大学，三 楽 病 院 ，

賛 育 会病 1皖 ，東 京 医大．

　 北 星 地 方

　 柱保 高 浜 病 院，大 割 野 病 臨，糸 魚川病 院，新潟 大 学，
新潟 鉄 池 病 院 ， 富山 県 立 中 央病 院 産 院 ，江 沼 病 院 ，金 沢

大 ≠，新 潟 県 中 央綜 合 病 院 ，甎潟 県立 小出癇院，福 井赤

十 字 病 院 ．

　 ・lt部 地 方

　 豊橋 Ilf 戞病 P’
1’
，大 同漸 院，桜 ケ 岡 分 阯 ，名 鉄 病 院 ，ブ

ラ ザ ー病 院 ， 巾 溂 1田 ゴ氏 病 院，賞
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．
」［
’
；／；，　

．
野 県

高松病 翫 ， 諏 JJ赤 ＋ 字 病 院 ，　 r卜駿 赤 「
・
字 病 院， マ

．問 病

配，峡 東病院，祉保中尓 病貯，揖 川 市立 綜 合病 院，公 壷

伊 豆 長 岡 病 院 ，信 州 大 学，一・‘出 市 立 市 民 病 k ，1
’
野 孔 、1・

字 病院，国保 関 ケ 原 病 院，坂 下病 院 ，市立 1！r晴病 院， ie
’

立 大町 病 Fk， 岐 阜 市 民病 院， 共 立 袋 井病 院， 名 1轡
．
［i

大 ，ili立 静 岡 病 暁 ，岐 阜 大 学，県 立 岐 帛病 院 ，名 iiビ尾 鉄

道 病 院，出 梨県 虚 中 央病 院，名古屋 大 ｝：．

　 近 畿 地 方

　 公 xt 八 胤 病 院 。国保 八 幡訂邯 ．舞鶴赤 「
『
字 病臨 ，1』ぐ广！

柏 原病 院，京都府 立 医大，京 都 府 立 医 大 大 槻 分 院 ，1 立

枚 方 rlゴ民 病 院，公 立 南丹 病 院，　
’
阪 北 逓 信病 院，員弁 厚

生 病 院 ，石 原 産 業 KK 紀州病 院 ，市 立松 原 病 院 ，墓都 府

立 ＄ 東病 院，国 保 四 条畷 病 院，国 立 岩 尸 分 院，姫 路 赤
．
卜

宇 病 院 ，古 立 岸和 田 市 民 病 院 ，市 立 日本 橋 市 民 病 翫 ，大

手 前 病 院，三 本 市 民 病 院，大 阪 鉄 道 病 β
「’
，市 立 東 灘市 民

病 院，京 都 市 中 央 市 民 病 院，大 阪 大 学 ，茨 不 市 民 病 院 ，

国 完舞 鶴 病 院 ，大 阪 厚 生 年 今 病 院 ，人阪 市 厂丿く学，大阪

赤 十 字 病 院，　 甲南 病 院 ，　広 畑製 鉄 所病 院 ，　 大 阪 逓 广r，病

ド，国立 大 阪 病 院，北野病 院 ，京 都 大 学．

　中 国 地 方

　 町 立 牛 窓 病 院 ，区羅 r冖央 病 院，［
’i立 福 1」」病 院，小野 田

市 立 病 院 ，　 国 立浜 田 病 院 ， 広 島 市 座 院，益 出 赤 十 字 病

院 ，本 lrl病 院 ，　 rl旧 甲 立 rl・央 病 翫，済
’lt会 山 口 病 院，吉

田 病 院，人 和 国 保 病 院 ，岡 rlr大 学，松 江 rlf立 病 院，　 ill∫立

U 生 病 院，山 口 赤 十 字病 院，尾 道 綜 合病 院 ，新 二 妄 水 島

病 院 ，岡 山 市 産 阨，厚 生 農 協連佐 伯 病   ，庄 原 赤 1・字 病

院 ，国 立 呉 病 院 ，豊浦 病院，鳥 取 人 学，山 口 人 学，岡 山

赤 十 字 病 院 ，徳 rll病 院 ，広 島 大 学 ，
「一「

共済 病 院 ，
．
ド関 病

院，松 江 赤 H 字病 院，中電 病 院 ，広 畠 市 民病 院 ，鳥 取 i

民病 院．

　 四 国地 方

　大 川産 院，r卜琶 通 寸 病院，口保 沖 艀 i．1 央病 院，　 i−，炉刈
rlj 立 汐 江 市 民 病 院 ，　小 仏 島赤 卜字 病院，　市 立 宇 和 島病

院 ，1高陵病 院，高夘 県 立 中央 病 院，幡多 1 巨央病 院，徳島

逓 信病 鴎，1／1松 赤 十 字病 院，四 国鉄 追 病 陽，県 tl今 治 病

院．

　 九 州 地 方

　門 司 鉄 道 病 院，日炭 莇松鉱＃ 所 II吹 病 院 ，
八 幡製 鉄 所

病 院 ，r目 k好 生 館 病 院，八 女市 民 病 院 ，県 立宮崎 左 1転，
Il鋲 二 瀬中央病院，多良 病院，唐 津 赤 卜字病院 ，都 農町

国 保病 院，長 崎 県 立 昌 島 病 院 ， 福 岡 市 五西 新病 院，奈 良

尾 町 立 病 院，三 菱崎戸 鉱果所病 院
， 壱 岐 公立 病 院 ，熊本

人 学，二 菱同 島 鉱 業 所 病 院 ，野 母 崎 健 保 病 院，大 村 ［！i立
病 院，長 崎 大 学，九 州 大 学 ，八 幡 　鉄 所 戸 畑 分 院，福 岡

健 保 筑 1 病 院，ゴ

菱 長 崎辻船所病 院，友分 県 立 病院，天

？　 tl，央 病 院，出 水 市 立病 P
”
，九 州 ノく学 温 研 病 院，
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